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令和４年度 三沢市議会における意見交換会 

（第３回中小企業振興会議） 議事録 

 

１．開催日時  令和５年１月１１日（水） １３時３０分～１５時００分 

 

２．開催場所  三沢市役所 本館４階 大会議室 

 

３．出 席 者 【三沢市中小企業振興会議】 

前田会⾧、月舘副会⾧、附田委員、奥崎委員、片山委員、 

成田委員、中村委員、花田委員、稲川委員、鹿目委員、 

保坂委員、久保委員 

       【三沢市議会】 

        堀議⾧、加澤副議⾧、久保田議員、舩見議員、小比類巻孝幸議員、 

田嶋議員、遠藤議員、下山議員、佐々木議員、奥本議員、澤口議員、 

瀬崎議員、西村議員、春日議員、小比類巻雅彦議員、堤議員 

 

４．欠 席 者 【三沢市中小企業振興会議】 

工藤委員、内澤委員、田村委員、稲川委員 

       【三沢市議会】 

        馬場議員、森議員 

 

５．事 務 局  （産業観光課）中村課⾧、松橋係⾧、山内主査 

        （議会事務局）⾧根事務局⾧、中野渡次⾧、白銀係⾧、中嶋主査、 

               星主事 

 

６．開催概要 

テーマ「三沢市の中小企業の振興について」 

⑴ 中小企業が抱える今後の問題について 

⑵ 雇用の場の創出について 

⑶ 三沢市中心商店街地区について 
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７．会議概要 

（挨拶・説明等） 

発 言 者 内  容 

舩 見 議 員 定刻となりましたので、「令和４年度 三沢市議会にお

ける意見交換会」を開催いたします。 

本日司会を務めさせていただく舩見と申します。どうぞ

よろしくお願いいたします。 

はじめに、三沢市議会議⾧ 堀 光雄よりご挨拶を申し

上げます。 

堀 議 ⾧ 議⾧の堀でございます。市議会を代表して一言ご挨拶を

申し上げます。 

本日は新年のお忙しい中、ご参加いただきありがとうご

ざいます。中小企業振興会議の皆様におかれましては、日

頃より、三沢市の中小企業の振興のため、お力添えを賜

り、心より御礼申し上げます。 

さて、三沢市議会における意見交換会は、市民の方々や

市民団体等の皆様と自由に情報や意見を交換し、それらを

今後の議会活動に反映させることを目的として開催いたし

ております。昨年度は新型コロナウイルス感染症の影響に

より、感染を断念せざるを得ませんでしたが、今年度は感

染症対策を講じながらこのように無事、開催することがで

きました。本日このような形で三沢市の経済界を牽引する

皆様方のご意見をお伺いする機会をいただいたことは、今

後の議員活動に非常に有意義なことと考えております。本

日ご参会の三沢市中小企業振興会議の皆様にとりまして

も、この意見交換会が実りあるものとなりますよう、心か

ら祈念いたしまして、私からのご挨拶とさせていただきま

す。 

本日はよろしくお願いいたします。 

舩 見 議 員 ありがとうございました。続きまして、三沢市中小企業

振興会議会⾧ 前田博様よりご挨拶をいただきたいと思い
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ます。 

前 田 会 ⾧ 堀議⾧をはじめ、市議会議員の皆様、貴重なお時間を割

いていただき、公務多忙の折、誠にありがとうございます。

また、日頃から中小企業の振興に対する、ご理解とご尽力

をいただいていることを、重ねて御礼申し上げます。 

さて、コロナ禍の影響が⾧引く中、ロシアのウクライナ

侵攻等による資材不足や円高・物価高等の影響により、市

内経済の情勢は非常に厳しくなっております。加えて従来

からの人口減少問題や後継者不足、産業構造の変化等、中

小企業を取り巻く状況は多様化しております。解決しなけ

ればならない問題は山積している三沢の状況でもございま

す。 

このような中、私ども三沢市中小企業振興会議では、平

成 27 年度に制定された、三沢市中小企業振興条例に基づ

き、これまで地域経済や雇用を支えるため、そして三沢市

の さ ら な る 発 展 に 向 け て 様 々 な 議 論 を 重 ね て ま い り ま し

た。この議論の中において、各委員の皆様の中から、中小企

業の振興のためには、市議会議員の皆様のご理解が不可欠

であるという意見がありました。コロナ禍の影響で 1 年越

しとなりましたが、議員の皆様からのお力添えによって、

今回の意見交換の場を設けていただくことができました。

年始のお忙しいところ恐縮ですが、地域の中小企業の振興

のため、三沢市民のため、積極的に意見交換をさせていた

だきたいと思います。 

本日はお忙しい中ありがとうございました。 

舩 見 議 員 前田会⾧ありがとうございました。 

本来なら、本日ご参会いただいた皆様をお一人お一人ご

紹介させていただきたいところでございますが、時間の兼

ね合いもありますので、お手元にお配りしている名簿によ

るご紹介に代えさせていただきます。 

それでは、意見交換会に係るご説明をさせていただきま
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す。 

この意見交換会は、お互いの話に耳を傾け、意見を交換

するものであり、この場で何かしら結論付けるものではあ

りませんことをご理解いただいた上で、活発な意見交換を

お願いいたします。 

なるべく多くの方に発言していただきたいと思っており

ますので、皆様、積極的なご発言をどうぞよろしくお願い

いたします。 

それではここからは、本日の座⾧である小比類巻 雅彦議

員に本会の進行をお願いします。 

座 ⾧ 皆様こんにちは。では、着座のまま進行させていただき

ます。本日、意見交換会の進行を務めさせていただきます、

小比類巻と申します。よろしくお願いいたします。 

意見交換を行う時間は、案件ごとに 25 分程度を目安とし

たいと考えておりますので、皆様よろしくお願いいたしま

す。 
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（１）中小企業が抱える今後の問題について 
座 ⾧ それでは、本日のテーマであります『三沢市の中小企業

の振興について』の案件①「中小企業が抱える今後の問題

について」、人材育成・後継者不足とそれによる廃業という

点に焦点を当てて意見交換をしてまいりたいと思います。 

まずは中小企業振興会議の方々より、こちらのテーマに

沿って 5 分程度でお話いただきたいと思います。 

鹿 目 委 員 皆様お疲れ様でございます。諸先輩方が、多数いらっし

ゃる中で、最初の意見を述べさせていただきます。よろし

くお願いいたします。 

中小企業振興会議のメンバーであることはもとより、一

企業の人間としても、企業の人材育成やキャリアサポート

に携わっている観点も含め、三点ほど意見交換のネタとし

て提供させていただきます。 

まず 1 つ目でございますが、コロナやロシア情勢等、時

代の流れが変化とともに揺れ動いております。そういった

変化の時代に対応できる人材の育成・創出というところが、

企業にとっても、三沢市にとっても大事なのではないかと

いう風に皆様も思ってらっしゃるかと思います。その一方

で企業の人材育成に積極的かつ効果的に取り組めている企

業が多数いるかと言われますと、正直そうではないのでは

ないかと、自分自身の会社を含め考えております。企業努

力ももちろん必要であると感じてはおりますが、やはりこ

こは行政と企業とが一緒になって、人材の創出に取り組ん

でいくことができないかと思っております。そのあたりの

必要性や方向性について 1 点目として意見交換させていた

だければと思っております。 

2 点目です。人口減少に伴い人材確保難に直面している

会社やこれから向き合っていく会社等があろうかと思いま

す。その一方で、IT 化・自動化という観点から、このリソ

ー ス を 補 う こ と が で き る の で は な い か と も 思 っ て お り ま
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す。ただ、なかなかそれに着手できない・使いこなせないと

いう企業があることも現実としてあろうかと思います。自

治体の方でセミナーを実施したり、補助金をお出しいただ

いたり等のご支援を行っているところもございますが、実

際に企業としてこれらを取り入れて具体的に進めていくこ

とができない、あるいは進めるにあたって困りごとが出て

きた場合の相談先がなかなかないなどといったところも多

いようであると感じております。こういった、寄り添う・伴

走するという点で支援施策や助成等に関して意見交換をさ

せていただければと考えております。 

3 点目です。今後、後継者不足による廃業や店舗の閉店等

がますます増加の一途をたどるものと言われております。

行っている事業を引き継いでいくにあたり、家族等でなく

ともマッチングすれば、全ての事業でなくとも、継続して

いくことができる可能性は多々あるのではないかと思って

おります。やはり愛すべき三沢のお店が、たとえ経営者が

変わったとしても、存続していくことを私たちも一市民と

して望んでおります。こういった点に関する支援について、

意見交換をさせていただければと思います。 

以上、簡単ではございますが、私の方から 3 点、ご提案

をさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

座 ⾧ 西村議員、どうですか。 

西 村 議 員 いきなりご指名頂いて、身の引き締まる思いです。前田

会⾧にお久しぶりにお会いできて光栄です。本日はよろし

くお願いいたします。鹿目さんから 3 点お話いただきまし

たが、その前段でもありましたが、人口が減っていく、俗に

言う負のスパイラルは事業者にとっても、まちにとっても

厳しい状況であると感じております。そのような中で、三

沢市はまだ他と比べると良いのではないかという話、人口

減少の要因としての少子高齢化についても、三沢市は他自

治体と比べまだ高齢化率が良い方だというデータもござい
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ます。しかし実態を見ると、他自治体に比べ、三沢市に定住

していきたいと考える方の割合は他のまちと大差ない、自

衛隊等の公務員の異動によって数値上は良く見えているだ

けで、実態はこの先真剣に考えていかなければならないと

いう状況かと私は思います。先ほど鹿目さんがお話した、

行政と企業の連携ですが、これは非常に重要だと思ってお

ります。企業の方から聞いても、どうしてもマッチングと

いいますか、どこかかみ合っていない、そういった部分に

行政ももう一歩踏み出して、課題解決に向けてもう少し企

業の方々と密接に連携できるような話し合いをしながら、

どういう解決方法があるのか本腰を入れてこれからもやっ

ていかなければいけないと思います。 

続いて 2 点目の IT 化・自動化についてです。国は IT 人

材を自治体に派遣して伴走型支援でこれらを強化していく

ような動きが出てきております。このような支援を市とし

てもやっていく必要があると思っております。 

後継者探しについても、マッチングという部分で力を入

れてやっていかなければいけないと思っております。また、

困ったときはキャリアレインボー・鹿目さんの所に相談し

て、課題解決に向けてやっていくことが必要であると思い

ます。ざっくりとした話で申し訳ありませんが、私からは

以上です。 

座 ⾧ 中村先生、どうでしょうか。 

中 村 委 員 うちの学校（三沢商業）はいま 120 人程度卒業生がおり

ますが、うち 40 人が就職で、80 人が進学で就職者のうち

30 人程度は県内の企業でお世話になるといった形です。

様々な取組を通して、生徒は地元を勉強し、地元が好きに

なって、地元に定着できるように青森県や三沢市と取り組

んでいるところです。ということで、生徒は純粋にそのよ

うに思って勉強しておりますので、企業の皆様も、人口減

少・少子高齢化に対応した取組をやっていただければ、も
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しくは共に取り組んでいければいいなと思っております。 

人材育成においても同じ講師を招いて協力しながらやっ

ていくとか、流動性のある人口と、固定している人口のそ

れぞれを確保しながら、地域に定着できるような取組をし

ていく等、既にやってらっしゃるかと思いますし、簡単で

はないことはわかりますが、私も生徒とともに三沢市の勉

強をさせてもらって、おいしい野菜や海、空港、商店等、ま

ちのいい所を協力して増やしていけたらなと思っておりま

す。 

座 ⾧ 今の三沢商業の現状についてお話いただきましたが、就

職先について、非常に厳しいという話も出ておりますので、

その辺についても、私たちも考える点があるのかなと思っ

ております。田嶋議員、お願いします。 

田 嶋 議 員 田嶋です。よろしくお願いいたします。私も議員という

立場もありますが、どちらかというと皆様と同じ中小企業

の関係者ということもありますので、この問題に関しては

皆様とともにあると感じております。 

そのような中で、先ほどの 3 つを挙げていただきました

が、やはり後継者問題についても、実際三沢市でも後継者

がいなくて店を畳まれたという方もご存知のことかと思い

ます。まだまだこのような問題は出てくるのかなと思って

おります。今、金融機関様でいうと、こういった後継者関係

について、興味がないかという取組もやっているようで、

それもあってか、新しい事業に取り組んでいる事例もある

ものと感じております。ここにも建設業関連の方々がいら

っしゃいますが、この後継者関連の話もさることながら、

現場で作業をする作業員の方々の確保が課題となっており

ます。そもそも地域に若者がいないという状況がある中で、

これに関しても真剣に考えていかなければ、建設業などの

現場をもった会社自体、なかなか続けていくことが難しい

と考えておりますし、私の所も同じ状況であります。 
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このようなことを考えますと、一体何に手を付けていっ

たらよいか、非常に難しく感じております。自分の知って

いる加工業の会社の話では、朝は 8 時から夕方は 5 時まで、

土日祭日お休み、こういった条件が例えば下請け企業で可

能なのかというようなことに関しては、やはり真剣に考え

ていかなければならないと思います。その一方で、休みが

確保できない状態では若手がなかなか入ってこないという

状況もありますので、これはどこかで線を引いて取り組ん

でいかなければならないと感じております。問題があって

もなかなか手を打つことができないことが現状ではありま

すが、そのような状況であっても少しずつ周りの方々と同

じような体制というものを検討していかなければならない

と思っております。 

これは案件 2 でいう若者から選ばれる会社という話題に

もかかわってきますが、私の⾧男が正月に帰ってきて、「改

めてきてみると三沢には何もないね」という言葉を言われ

ました。とても残念であり、もっともっと三沢を発展させ

なければならないなと、これらを色々な面で考えていかな

ければならないと感じました。商店街においても、残念な

がらなかなか店舗が増えていっているようには見えないで

すし、やろうとなると、様々なことに手を付けていかなけ

ればならないと思います。このような現状ではありますが、

皆様と一緒に市一丸となって取り組んでいければなと思っ

ております。よろしくお願いいたします。 

座 ⾧ 今、田嶋議員からは、人材確保が非常に難しい旨のお話

がありました。その辺の内容について、片山委員、いかがで

しょうか。 

片 山 委 員 人材確保のお話が出ました。私は青森県中小企業団体中

央会という青森県内の中小企業で組織する事業協同組合で

ございます。建設業や小売業等、様々な業種が組織化され

て色々な意見を頂戴しますが、共通してあげられる点が、
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人材の確保についてです。特に若い方々の話というわけで

はなく、⾧年経験を積まれてリタイアされた方ですとか、

中途で転職された方々等、様々な方面で各企業様はアンテ

ナを張って採用活動に取り組まれております。その一方で、

求職者がなかなかその求人にたどり着かない、求人を出し

ても集まらないという課題があります。それを踏まえ、私

どもの方で求人の出し方等について各企業様へご支援して

いるところでございます。 

昨今はＤＸということで、電子上でのＰＲが多く見られ

ておりますので、そのあたりの内容を中小企業の皆様にご

説明して、なるべくコストをかけずに有効にご活用いただ

ければと思っております。その観点から、三沢市でも独自

のツールを考えていただければ、人材がうまく回っていく

のではないかなと思っております。以上私からの意見でし

た。 

座 ⾧ 三沢独自の仕事や人材の確保について、考えてもらいた

いということでした。その他皆様から何かございますか。

なければ次に進ませていただきます。 
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（２）雇用の場の創出について 
座 ⾧ 次に、案件②の「雇用の場の創出について」でございま

す。若者から選ばれる、より多くの職業選択肢という観点

から意見交換をしてまいりたいと思います。 

こちらも、まずは中小企業振興会議の方々より、5 分程度

でお話いただきたいと思います。 

月 舘 副 会 ⾧ 市内の中小企業者であります月舘と申します。どうぞよ

ろしくお願いいたします。私からの、一事業主としての意

見でございます。青森県が提唱している「まち・ひと・しご

と創生青森県⾧期人口ビジョン」『青森県で働きたい・暮ら

したいという人の希望を実現できるよう、子どもを育み、

育てやすい環境づくりや、多様で魅了的な雇用の場の創出

に取り組み、持続可能な青森県づくりに向け、安定的な人

口構造への転換を図っていく』のとおり、県内の労働力人

口の大幅な減少の原因は、若者の転出超過ということを懸

念し、若者から選ばれる青森県の実現を目指すとしていま

す。現在の社会情勢において、危惧すべきは人口減少であ

ると考えます。特に青森県を含む地方においては、将来如

実に経済活動に顕著な影響を及ぼすことを踏まえれば、人

口流出の対策は最優先すべきことでありますから、今から

でも決して遅くはないと思っておりますので、少なからず

人口減少のスピードを緩やかにするためには、魅力ある仕

事づくり・若者の県内定着や還流の促進のための対策とし

て、雇用促進・雇用創出という観点から、若者から選ばれる

青森県を実現していくために、何をどうしていくべきか、

という件に関して、具体的な意見を述べさせていただきた

いと思います。 

青森県、強いて言えば県南地域、青森市を中心とした東

青地域、津軽地域という風に県内を広域三地域に例えば区

分した場合、三沢市を含めた県南地域の交通アクセスの利

便性の高さは、企業誘致や就業環境としての通勤要件から
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も地域的に大変優位な状況にあり、特に三沢市は近隣市町

村と比較しても居住環境としては、それ相応にインフラ整

備も充足していると思います。これは個人的な意見です。

このことから、雇用の創出に関して、若者を筆頭に、この三

沢市に定住し、生活の基盤となる仕事については、より多

くの職業選択肢を展望できるよう、県南地域広域での雇用

創出連携を是非進めていかなければと考えます。働きたい

仕事があるということは、地域の大きな魅力につながるも

のと考えます。また、広域連携を図るにあたり、連携推進に

係る調整については、どうしても行政にお願いしなければ

ならない要素も多いと思うのですが、すべてにわたり行政

頼みというわけにはいかないのです。むしろ、行政間にお

いては種々、制約もあろうかと思いますので、慢性的に人

材不足を体験している我々中小企業の事業者が積極的に取

り組むべきと考えるところです。 

以上、私の意見とさせていただきます。どうぞ皆様のご

意見を拝聴させていただければと思います。よろしくお願

いいたします。 

座 ⾧ それでは、只今の案件について、何かご意見等ございま

したらお願いいたします。奥本議員、お願いします。 

奥 本 議 員 大変お疲れ様でございます。奥本と申します。本当に今、

深刻なコロナでの物価高騰によって、中小企業の皆様には、

これまでにない、災害ともいえる事態に陥っていると推察

いたします。これはやはり先ほどの人材育成や後継者問題

にも関わってきますが、経営者の皆様の体力、要するに中

小企業の皆様が潤ってそれらに取り組む体力がないと、な

かなかこの問題は解決できない状況になっていると思いま

す。各々が頑張っていくことも大事かと思いますが、これ

はやはり行政、国・県・市で中小企業をしっかりと支える手

立てということが必要であると思います。 

三沢市でも色々な業種の皆様がおられますが、人手が足
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りない・賃金が安い、といった問題は、個々に解決すること

は、それぞれの体力がない場合はなかなか難しいものと考

えます。そこは行政を中心にしっかりと支えていくという

体制が求められていると思います。 

また、先ほどの話にもありましたとおり、若者から選ば

れる企業が求められる状況ではありますが、今は賃金が安

い状況にあります。国の方でも言われているとおり、物価

上昇４％ではあるが、それに賃金の上昇が見合っていない

状況にあるとのことです。また、東京圏と地方との賃金格

差についても手当できるような体制づくりというものが求

められているものと考えております。移住・定住について、

行政は何をやっているのかと、私は議会でも質問させてい

ただいておりますが、今危機的な状況であるので、のんび

りなんてしていられないと思います。行政が引っ張ってい

き、国や県に対してもガンガン言っていかなければならな

いと思いますし、中小企業の皆様がどれだけ大変なのかと

いう声をすくい取らなければいけないという事態になって

いると感じています。今回、この場を設けていただきまし

て、皆様がどういう状態でどのような支援が必要なのかと

いうことを是非お聞かせいただきたいと思っております。

以上です。 

座 ⾧ ありがとうございました。成田委員、どうでしょうか。 

成 田 委 員 信用保証協会の成田と申します。よろしくお願いいたし

ます。雇用の場の創出ということで、先ほどありましたと

おり、三沢市のもつアクセス・利便性の優位性を活かして

企業の誘致を行い、雇用の確保がなされますので、その点

は進めていただきたいなと思っております。近年、三沢市

でも取り組んでおります創業支援ですが、創業しようとす

る方を積極的に支援することで雇用の創出に寄与するもの

です。これにより、業種の裾野が広がっていき、地元に帰っ

てくるような機会を作っていくことが一つの手段なのかな
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と感じておりますので、創業支援にも一緒に取り組んでい

く こ と で 多 少 な り と も 解 決 し て い く も の と 思 っ て お り ま

す。 

座 ⾧ 賃金の値上げについてはどうでしょうか。 

成 田 委 員 もちろん最低賃金というものはありますが、何にしろ、

会社の経営がうまくいっていないことには、多く出してあ

げたくても出すことができないので、人材育成等が諸々絡

んでくるとは思いますが、会社経営を磨いていくことが、

必 然 的 に 賃 金 上 昇 に つ な が っ て く る も の と 考 え て お り ま

す。 

座 ⾧ ありがとうございました。では、佐々木議員、お願いしま

す。 

佐 々 木 議 員 佐々木卓也と申します。よろしくお願いいたします。ま

ず、先ほど奥本議員がおっしゃいました賃金の関係、そし

てデジタル化の関係、その辺のところを申し上げたいと思

います。 

統計を見ますと確かに賃金の件は一番高い東京と比べれ

ば青森県は低い状況にあります。確かに賃金は雇用に係る

大きな要素ではありますが、低いから東京に行くといった

風に考えてもらわないように、生涯設計を考えたときに三

沢市の暮らしやすさ等、色々な形で生活基盤が整備されて

いるため、それらをしっかりとアピールしていくことが必

要だと考えます。賃上げについては、経済の好循環を作っ

ていくために必要なことで、そのためには行政の支援も当

然必要だと考えます。具体的には、経営体力が弱い中小企

業や業種には、収益力や生産性向上に向け新規事業の立ち

上げやデジタル化の推進、なかなか個々の企業には難しい

との話もありますが、去年視察に行った山口市等は、市を

挙げて取り組んでいる例がありました。もちろん市の規模

が違う等の話はあろうかと思いますが、これも 2 年くらい

前に始めた事業であるとのことで、デジタル関連の専門家
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等を招へいしたり、学校を運営したりしているところもあ

るそうです。そのような点も参考にしていきたいと思いま

す。私たちも一緒になって頑張りますし、皆様も信頼して

ご提言をお願いいたします。併せて行政の役割についてで

すが、商工会の方がしっかりと伴走型支援ができるように、

商工会の人材を増やす又はそれらに対する支援を行う等、

困っている企業への的確なアドバイスができるような体制

も整えていく必要があると考えます。 

続いて若者に対する情報発信についてです。教育委員会

の方では、夢実現推進事業、産業観光課では三沢商業に対

しては毎年県内企業説明会を実施されております。やはり

児童生徒のうちから地元企業に関する情報発信は必要であ

ると考えます。それだけでなく、三沢市には優れた技術を

もった企業がたくさんありますので、そのことを若者にし

っかりと伝えていかなければならないと思います。若者の

職業選択肢の話がありましたが、選択肢というよりも選択

の幅をしっかり広げていくことも必要だと考えます。 

最後に、選ばれる企業になっていくためにはという話で

すが、市や商工会からの支援を受けて人材育成等を進めて

いかなければならないと思っております。最後に成田さん

から、創業のお話がありましたが、三沢市でも起業化支援

事業費補助金があります。今年度は 8 件のご応募があり、

すでに予算額満額達しているとのことです。このように、

予算や制度の充実を図っていくことも重要な点の 1 つであ

ると考えます。もう一度山口市の話をしたいのですが、創

業前から操業後等、各ステージ併せて 4、5 個の補助がある

そうです。山口市では、創業支援協議会というものが設置

されていて、産学金官連携による創業支援ですとか、市の

事業に関する意見交換等が行われる場となっております。

そして、小学生等を対象とした創業機運醸成事業に始まり、

ＵＩＪターン創業者支援補助金、創業後も創業広告支援補
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助金、さらにはマーケティング支援補助金等、⾧丁場にわ

たっての支援がしっかりと行われております。このように

若者のやる気を引き出して可能性を見出せるような、若者

の創業環境を整えていく必要があると思っております。そ

のようなことから、私としても、市に対して市の取組を質

して、市の取組を推進できるよう頑張っていきたいと思い

ます。以上です。 

座 ⾧ ありがとうございました。山口市の事例を挙げていただ

き、創業に至るまでの支援等についてお話いただきました。

保坂委員、いかがでしょうか。 

保 坂 委 員 今の佐々木議員のお話を聞いて、私自身そうだなと思う

ことがございました。私自身は三沢市の出身者ではござい

ません。県外の出身者として、三沢市にトータル 10 年住ん

でおりましたが、やはり三沢市の強みの 1 つが、交通イン

フラが非常に充実している点だと思います。また、県内で

何か所も移り住んでいて思ったことが、行政サービスの質

も そ れ な り に 良 い と い う 点 も 非 常 に 強 み で あ る と 思 い ま

す。賃金については、もちろん高ければ高いほど、もらえる

方とすればうれしいです。ただ、トータルとすると住環境

の良さ、住みやすさということも、市の強みとして発信し

ていく必要があるのではないかと思っております。今回、

雇用の場の創出についてのお話ではございますが。 

その一方で、三沢市の弱みの 1 つとしては、中学校や高

校を卒業するタイミングでどうしても若い方々が流出せざ

るを得ないという点だと思います。どうしても中学校卒業・

高校卒業の際に受け皿になるような高等教育機関の設置に

ついて、議員の皆様には是非ご検討いただきたいという点

が 1 点目です。とはいえ、大学設置となると、いい金額に

なってしまうと思いますので、例えば他市町村で行ってお

ります、大学のサテライトキャンパスの設置等がございま

したので、地元にいながらより高度な取組ができるものと
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思っております。 

また、いったん社会に出た方も、これだけ変化の激しい

時代でもありますので、学び直しということがこれからの

キーワードになってくると考えております。前と同じこと

をただやり続けるだけでは、中小企業の立場とすると賃金

は上げにくいので、より高度な仕事ができるようになると

いうことが、今後働く方々にとっても必要になってくると

思いますので、社会人のリカレント教育の場も検討いただ

ければと思います。 

最後に、若者や女性の定着についてです。単純に賃金の

問題や雇用の問題を解決しただけでは、残念ながら戻って

こないものと思います。やはり戻って来たくなるような風

土が非常に重要になると思っております。議員の皆様には

是非、これらのジェンダーギャップの解決に向けた点につ

いてもご検討いただければと思っております。私からは以

上です。 

座 ⾧ 三沢市の雇用についての弱い所に関するお話をいただき

ました。これについて春日議員、どうでしょうか。 

春 日 議 員 春日でございます。本日はありがとうございます。 

県外ご出身の方からのご意見、大変参考になりました。

むつ市のようなサテライトキャンパスについて、一朝一夕

にはなされませんが、これまでも議会の中でも、先輩議員

の方が、高等教育の充実等について、各種質問等を行う等、

議論を重ねてまいりました。私個人の考えにはなりますが、

企業様も様々な努力を重ねてきていることも承知しており

ます。一つの具体的な方法として、学びの為に進学する子

どもについて、家庭によっては奨学金を借りる場合があろ

うかと思います。この返済にあたり、子どもが社会人にな

った時に返済していく、給料の中から又は親が支援する場

合等、様々な形がありますが、企業による奨学金の返済制

度というものがございます。これは企業にとってもアピー
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ルポイントになるものと考えます。この制度のメリットと

しては、これを行った企業の法人税が減免になるというも

のです。さまざまな企業努力の中で、奨学金の返済という

ものが、選ばれる企業の中の一つの要素になるものと考え

ております。 

私の知人でも起業されている方がおります。その方は東

日本大震災を機に三沢市に戻り会社を立ち上げた 30 代の

方です。こうした若者も身近にいらっしゃいますが、厳し

いと言われている地方ではございますが、こういった志高

く取り組んでらっしゃる方もいるということを多くの方々

に も 知 っ て い た だ け る 機 会 が あ れ ば な あ と 思 っ て お り ま

す。 

また、特にコロナ禍の中で、女性の皆様は働く環境が非

常に厳しい状況にあります。このような中でデジタル人材

の活用が非常に注目されております。コロナ禍の中であっ

ても、子育てをしながらでも、介護をしながらでも、テレワ

ークで取り組んでいくことができるかと思いますし、職業

選択の幅も増えると思います。このようなことを踏まえ、

まち全体として働きやすい三沢市になっていくことができ

ればなと思っているところです。とりとめのない話ですが、

私からは以上です。 

座 ⾧ ありがとうございます。色々な事例を出しながら UI ター

ンを促進していくという内容でした。保坂委員、お願いし

ます。 

保 坂 委 員 春日議員に重ねてご質問をお願いいたします。IT 人材の

関係で女性等の単語がありましたが、IT 人材と子育て世代

の女性は非常に相性がいいと思います。その反面、IT 人材

の育成については、男性・女性に限らず今後必要になって

くるものと考えます。その部分について、是非三沢市でも

推進していただければと思います。三沢市にも私の友人た

ちがおりますが、高学歴の方々で、会社を辞め、現在は子育
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てに専念している方々もいらっしゃいます。やはりそうい

った人材をどれだけ掘り起こすことができるのかというこ

とが今後、三沢市が発展していくためのキーになってくる

ものと考えております。もちろん女性の活躍という観点で

もしお手伝いできることがあれば、是非やらせていただき

たいと思います。今後は、女性活躍だけでなく、女性も含め

た三沢にいる方々や三沢に縁のある方々がさらに三沢市の

ために力を尽くせるような施策を是非ご検討いただきたい

と思っております。 

座 ⾧ ありがとうございます。遠藤議員、女性の立場からいか

がでしょうか。 

遠 藤 議 員 以前に、市内の女性・お母さん方とお話をした際に、自分

たちも働きたいけれども仕事がないというお話もありまし

た。実際に雇用する側とすると、女性だから勤められない

ということではないようで、これまで仕事をしていなかっ

た期間があるということはありますが、職業に近づくため

の取組があれば良いと思います。例えば、資格を取得する

などがあるかと思います。求人自体は多くありまして、三

沢市はまだまだ人材を求めている企業はあると思います。

女性だからコレができる・できないではなく、その方々も

勤められるように、企業のニーズにあったような形で募集

すること、応募することができれば、男性だろうが女性だ

ろ う が 問 題 な く 勤 め る こ と が で き る も の と 考 え て お り ま

す。 

先ほど話のあったキャリア教育については私も必要であ

ると思っております。三沢市は小学校を対象としていると

思いますが、中学校や高校も対象として課題解決ができる

キャリア教育を行うことで、UI ターンの成果を上げている

岐阜県の自治体があります。そのような事例を研究しなが

らやっていくことができれば、子どもや女性に関しても雇

用につながるのではないかと思っております。以上です。 
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座 ⾧ ありがとうございました。久保委員、お願いします。 

久 保 委 員 久保と申します。電気工事業と介護業をやっております。

介護業については、三沢市の創業支援を使わせていただき

ました。雇用の創出についてですが、女性が働くというこ

とはとても大変であるという風に考えておりまして、例え

ばお子さんがいる方が仕事するとなると、8 時-17 時で勤務

することは厳しいですとの話を聞きます。例えば、子ども

の送り迎えがあったり、子どもが熱を出したり等です。私

の電気工事業の方の会社では、9 時-16 時や 9 時-15 時等と

いった形で仕事して頂いている方が 1 名、これからそのよ

うに仕事をする方が 1 名、計 2 名います。そうすると会社

としては、責任のある仕事を任せられないため、負担には

なりますが、それがないことには次につながらないと言い

ますか、当人としても、⾧く働きたいという希望がある場

合がありますので、企業側の努力としてやっていく現状で

すが、そういった点を支援していただければ助かると考え

ております。介護事業の方は 8 時-17 時ですが、自分の子ど

もや自分の親を介護するために時間を決めて働くというこ

とが難しい状況ですので、時間をフリーにして仕事をする

ことを、試しながらやっています。そういった風に働きや

すい方法を考えてやっていくことを助成したり、助けたり

し て い く 取 組 が あ れ ば い い の で は な い か と 思 っ て お り ま

す。 

また、学生の就職・進学の話ですが、半数以上が県外に行

きたいという気持ちがあるようです。私自身もゆくゆくは

県内に帰ってこようと思って県外に行きました。個人的に

思うことは、県外に行きたい人はどんどん行けば良いと考

えております。どうしても域内に留まらせようと考えで取

り組んでいる節もありますが、県外どこにでも行っていい

ので、ゆくゆくは三沢に帰ってきてもらうシステムがあれ

ばいいのかなと思っております。明治時代も色々な国々、
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イギリス・フランス・アメリカ・ドイツ等へ日本人が行っ

て、日本のために勉強してきたということがありました。

そのような形で、三沢市のためにこれが必要だという考え

のもと、外に学んで帰ってきてもらうというシステムがあ

ればいいのではないかと思っております。議員の皆様も、

色々な所に行って視察等されているかと思います。そうい

った、ココはこういった点が良かった等を知る場が欲しい

といいますか、それを知ることによって企業側も良くなり

ますので、そのような形になればいいなと思います。以上

です。 

座 ⾧ ありがとうございました。お時間の都合がありますので、

大変申し訳ございませんが、次に進ませていただきます。 
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（３）三沢市中心商店街地区について 
座 ⾧ 次に、案件③の「三沢市中心商店街地区について」でござ

います。交通規制解除による影響・空き店舗の活用へ着目

して意見交換をしてまいりたいと思います。 

では、中小企業振興会議の方々より、5 分程度でお話いた

だきたいと思います。 

奥 崎 委 員 三沢市商工会の奥崎と申します。先ほど商工会の支援に

ついてお話がございまして、少々PR 不足な所がございます

が、実は商工会でも、多様化する事業者様の課題に対して、

青森市にある連合会の方で 100 人程度専門家と契約して、

県の補助金を使い、専門家を派遣いただいて地元の商工会

と一緒に課題を解決していくという制度がございます。そ

ういったものを含めて今まで以上に頑張ってまいりますの

で、よろしくお願いいたします。 

私の方から、三沢市の中心商店街と呼ばれております、

旧アーケード商店街についてです。昨年 7 月に一方通行の

規制が解除され、対面通行となりました。うちの商工会の

方でも交通量調査を行っておりまして、詳細は省略致しま

すが、約 1.5 倍交通量が増加したという結果が出ておりま

した。あくまでも個人的な意見になりますが、三沢市の中

心商店街と呼ばれる場所について、例えば駐車場や街並み

の外観について整備していく必要があるのではないかと感

じております。こうしたものが三沢市の魅力になってくる

と思います。例えば青森市の新町等でも廃業した店舗はた

くさんありますが、その後を見ておりますと、新しい事業

者が、その場所に入って営業を始めたり、駐車場やマンシ

ョン等に変わったりと、商店街の外観を保っているように

感じます。青森駅前という立地に魅力を感じて新たに事業

を始めるということも考えられますが、以前金融機関から

聞いた話では、郊外に比べ、新町周辺は地価もかなり高く、

その地価に対して、商業的な利用価値が伴っておらず、仮
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に担保物件となっていても融資できるかどうか難しいとい

う話を聞きました。そうすると、民間同士の商取引だけで

土地や物件の売買が行われているほかに、政策的に自治体

等が事業者を誘致する等して、整備を行っているのではな

いかと思われます。三沢市では、この点についてどういう

風に考えているものでしょうか。よろしくお願いいたしま

す。 

座 ⾧ ありがとうございました。舩見議員、どうでしょうか。 

舩 見 議 員 舩見と申します。よろしくお願いいたします。私 51 歳で

すが生まれた時から、テーマである旧一方通行で生まれ育

ち高校に入り、県外の大学に行き、京都で和菓子屋の修業

をして帰ってきました。そして今に至ります。生まれた時

からアーケードがあり、その中で過ごしてきました。本当

に交通量も多く、祭りがあれば人がぶつかって歩くような

通りでした。今では面影もございません。 

この現状に対して、行政としましては、あの街並みをど

うこうするという点に関してよりも、私の個人的な意見と

してお話させていただきますが、街づくりは今行政主導で

はなく、民間主導で全国的展開するべきだとなっておりま

す。その中で八戸市や青森市のように民間が大きなマンシ

ョンを建ててその下に商店を入れるといった取組は、三沢

の人口規模とかそういうのに照らし合わせればちょっと厳

しいのかなという部分もございます。 

それで、去年 7 月に一方通行が解除になり、交通量が 1.5

倍に増えたとお話ありますが、体感ですごく増えています。

特にベース側から上久保方面に行く今まで一方通行だった

方が増えております。また夕方になれば、上北方面へ右折

する車で大変渋滞します。大体 800 メートルから 900 メー

トルあり半分まで区画整理事業で道路を拡幅されています

が、半分はアーケード撤去しただけで道路幅員も狭い所も、

その区間に信号が 3 個あり夕方には右折できないで、すご
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く渋滞しております。また通学路でもありますので、いつ

か事故が起きるのではないかと思っております。あの区間

に関する右折レーンの設置、または先ほどもありましたが

駐車場が少ない、駐車場を新たに作るという事もなかなか

厳しい状況にありますので空き店舗等の前を利用した駐車

レーンといいますか駐車帯を数か所設けたいというお願い

もこれから議員として行政にしていきたいと思っていると

ころであります。 

今日は雪がちょっと緩いですが、区域間の除排雪、特に

排雪に関してはあのままの幅員ですと雪が除雪によって押

されたものが積みあがっていき両側を防いで、また道路幅

員を狭くし大型バスや大型車が通れない相互通行ができな

い事が予想されておりますので、そこに関する排雪も県道

ですので、県と三沢市の担当課と連携を更に深めてたくさ

んこれからも必要以上に現場に来てみて頂くようにしたい

というお願いもしてあります。また、商店街は古い空き店

舗ばかりあります。特に双方交通になって今まで見えない

流れの方からの外観が非常に寂しい所があります。私の商

売している店もそうですが、そのことも含めました空き店

舗の利活用という部分で、昨年の 9 月議会で私一般質問し

た際に市⾧の答弁で空き店舗を利活用した屋内スケートボ

ード場そういう風な場を設けて市内の若者やそこに来るベ

ースの若者たちが交流できるような場を作っていきたい率

先していきたいという答弁がございました。そこの部分に

関しても一議員として地元の住んでいる者として注視して

参りたいと思っております。以上です。 

座 ⾧ ありがとうございました。花田委員、お願いいたします。 

花 田 委 員 市内で建設業を営んでおります、花田と申します。よろ

しくお願いします。船見議員のお話、民間主導のもとに開

発をして行政の力添えを頂くような形がいいのかなと思う

のですが、私個人的に、あの通りは、街という言葉ではなく
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て昔から私はメイン通りで三沢一番の中心の通りだという

思いが今でもあります。先ほど駐車場を増やしたいとあり

ましたが、駐車場という事は目的があるわけで何なのかと

いう思いがあります。 

商店さんがだんだんと減ってきましたし、私は逆にあの

通りを商店街ではなくて色んな何々通りでいいのではない

かと思っていまして、極端な話をするとあそこに会社をも

っていこうかと一時考えまして、まだ考え中です。そうし

ますとうちの会社はたかが 30 人で、会社の人間が 30 台の

車が行き来すると少しは活気づくのかなとそんな単純な思

いがありましたが、実はまだ諦めきれなくて、半分がまだ

まだ昔のままの狭い通りですけど、実はあの開発した通り

大好きでして、あの通りを通りますと三沢の本当の姿、今

の通りだなと僕は誇らしく思っています。除雪にしてもう

ちの会社はあそこの歩道の一部の除雪を担当しているがこ

れから大変な思いをしてやって行くと思います。願わくは

残りの半分も拡幅してしっかりした通りにするとますます

私の思いももっともっと他の人の思いもあの通りに目を向

けていくのではないか。民間指導のもと頑張りますので、

行政の方も後押ししてくれるような何かあればいいのでは

ないかと思っております。以上です。 

座 ⾧ ありがとうございました。小比類巻孝幸議員、いかがで

しょうか。 

小比類巻議員 ご指名頂きました。小比類巻孝幸です。商店街地区で後

継者として一生懸命頑張っている船見議員、意見やそこを

発展させていきたいという花田委員のお話を聞いて今日の

意見交換会 3 つの問題の縮図があそこに全部詰まっている

のだろうと思って考えておりました。何かというと私たち

小学校中学校の時、亀屋があってあの通りだけが三沢市だ

った。市民の集う場所だった。あそこに全て百貨店からス

ーパーから小売店から金融関係から、映画館など娯楽が全
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てあそこにあった。それが今は多目的でばらけている。こ

れは悪いことではないと思います。市が全体的に三沢市の

敷地全てがそれぞれの目的をもって発展しているという、

いい方向にとらえるということは、私はいいと思います。

では中心商店街で今まで頑張っていた人達は、今を受け入

れるというそういう事ではありません。やはり目的がある

わけですから、目的は今一方通行解除になったあの昔から

の商店街はどんな目的を持った市民へのサービス、提供の

場なのか一緒に考えて行かなくてはいけない。 

私の提案は一つ、こういう事例は、要は商店街がシャッ

ター街になって後継者も居ない、だからもう閉める。もし

くは若者から選ばれない、何をいっても昔からの物を売っ

ても、売れ残りしか置いていないからどんどんお客さんが

減っていく、世の中どこの市町村でも起きている状況です。

これを打開するのに一番いい方法は産学官金。これ必ず言

われることです。でも、三沢市は何が足りないか、保坂さん

に頂きました学です。圧倒的にそのノウハウを研究して情

報を集めて成功例失敗例それらの全てを持っている、24 時

間それだけを研究している。研究者の学の人達を三沢市で

入れてくださいと私何回も一般質問のたびに、学入れてく

ださい学入れてくださいと何回も言っています。検討しま

す。それだけです。やはりこれは私も先頭に立ってどんど

んどんどん入れ込んで、その人達お金かかりませんから大

丈夫です。ノウハウは提供します。お金はかかりません。そ

れを提供するそれを発揮する場をそういう人達は探してい

ますから、ぜひそういう人達と一緒になって企業の方々考

えて頂きたい。 

やはり自分たちの土地であり、自分たちの歴史であり、

それを守ることがまずは市民の仕事で、その市民を守るの

が私たち行政なり政治家の仕事だと思います。行政の方も

手をこまねいていてはいられません。令和 4 年 11 月、2 か
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月前に自治体会の方の事業承継支援モデルを構築しろと東

北経済産業局からお達しが来ているのです。もしお話があ

ったらぜひ産業観光課の方からも一言お願いしたいのです

けれども。これでプッシュ型の支援をどんどん行政やりな

さい、ただし東北とかブロックになっているのは地域で東

北には東北の問題点がある。全国ではないそれぞれの地方

でそれぞれの場所であるからそのプッシュ型の事業支援を

国の事業承継ネットワークを使ってそれぞれ作っていきな

さい。それを今国の方も推していますので、ぜひこういう

問題をみんなで解決していきたいと思っております。それ

の手助けをしていきたいと思いますのでよろしくお願いし

ます。 

座 ⾧ ありがとうございました。附田委員、お願いいたします。 

附 田 委 員 今日はどうもありがとうございます。青森県中小企業家

同友会に参加させていただき 4 年から 5 年経ちますけど、

商店街という話では、私の生まれは春日議員の近く六川目

ということで、中学校の時は「三沢に行く」といってバスに

乗って行っていました。それだけやはり中心商店街という

のは非常に魅力がありましたが、北浜の人間から見ると商

店街行くにも八戸行くにも大差がありません。だからどう

してもスルーしてしまうのです。今でも 338 を通ってイオ

ンに行くことが普通になってきました。 

この流れを変えるというのは、よほどの事でなければ無

理だと思います。となるとあの地域を本気で活性化するの

であれば、大規模な開発、中核になる施設そういったもの

を行政だけでなくて民を入れて本格的に腰を入れていかな

いと、もうこれからは消滅するのが目に見えているのが一

般人からして本当によく分かります。それを絶対なくしち

ゃいけないというのは行政の立場なのかもしれませんが、

非常に中途半端になっている気がします。ですから先ほど

花田委員がおっしゃいましたが、小さいころからの賑わい
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をもう一度とそういった方々の夢もありますので方針をし

っかりした方がもうこのままでは行き詰っているのではな

いかと、もう 10 年も前からそうだったのですけど、今現在

土地の値段がどれぐらいなのか試算しながら、どれだけの

投資があってどれだけの生産性があがるのか。生産性に関

してはわれわれ事業者が必死に考えればいいことですし、

投資に関しては投資しやすい環境を行政の方で考えて頂け

れば、できるだけ外からの投資を入れないような形で考え

ていければ、次の子どもたちに残せるような商店街が、そ

して事業体が、中核都市がもう一度出来あがるのではない

か。そいった夢を持ってわれわれも考えていきたいなと思

っています。以上です。 

座 ⾧ ありがとうございました。時間も迫ってまいりましたの

で、最後に瀬崎議員、お願いいたします。 

瀬 崎 議 員 瀬崎と申します、よろしくお願いします。私は生まれが熊

本でして三沢に来たのが昭和 50 年 9 月です。その時三沢駅

に降りましたが、なんという田舎だと感じました。普通、駅

前といったらすごく広がっていてだいたい繁華街があり中

心というところが、そこから上がってきたら先ほど話があ

った通り一方通行メイン通りでちょうど祭りがありまして

歩行者天国ということもあり、人がいっぱいいました。や

はり三沢というのは基地がありますのでメインゲートの広

がった街づくりとういう点に特化したものと思います。今

一方通行解除になってから先ほど舩見議員が言ったとおり

右折する時間帯あるいはかなり混んでいるとなれば、暫定

的 に 処 置 と し て 信 号 機 を 時 差 式 に し て 右 折 に 時 間 を 取 る

等、最終的に拡幅すれば一番いいと思いますけれども、せ

っかく一方通行解除にしたのだから、そのような動きをし

ていくことが暫定的にであっても必要だと思います。 

もう一つ考えられることは、空き店舗ですけれども、一

部のシャッターには絵を描いていますよね。ああいうとこ
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って空き店舗じゃなくて明るい街づくりという活気が出ま

すので、ある程度予算があればシャッターにアートを描い

て開いてなくても明るい街というイメージを生み出してい

ければいいなと思いますし、色んな所を利活用するのは大

事ですけど、そのまま活動して三沢の街を明るくする事で

まだまだ昔の雰囲気が戻ってくるものと思います。小比類

巻議員が言ったとおり、娯楽施設がないという所であり寂

しい、若者がなかなか集まらないということが今の厳しい

所だと思います。ただ言えることは鏡さえあれば高校生が

寄ってくると思います。今の高校生ダンスが好きだそうで、

公会堂前入り口のガラス越しは良く見えるという事でそこ

で踊っている高校生おりますし、空いている所で今後ガラ

スを置いておけば若者が集まって活性化があるのではない

かと思います。以上です。 

座 ⾧ ありがとうございました。時間が迫っておりますので、

私がまとめまして挨拶をさせていただきます。 

本日は中小企業振興会議の皆様にはお忙しい中、意見交

換会に参加していただきまして誠にありがとうございまし

た。また皆様には、三沢市にとって中小企業振興に重要な

役割を担う日々の取組に対し敬意と感謝を申し上げます。

今回の意見交換会においては、働き手の不足等の中小企業

が抱える様々な問題や現状について把握することができ非

常に有意義でありました。今回頂いた意見等は今後市議会

として、地域経済の活性化に繋がるよう努めてまいりたい

と思っています。皆様には貴重なご意見ありがとうござい

ました。それではここで司会にお返しいたします。大変あ

りがとうございました。 
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（閉会） 
舩 見 議 員 皆様大変お疲れ様でした。まず、座⾧を務めて頂きまし

た小比類巻雅彦議員スムーズな進行を大変ありがとうござ

いました。そして三沢市中小企業振興会議の皆様、三沢市

議会の皆様、本日の意見交換会にお忙しい中ご参加くださ

いまして誠にありがとうございます。本日は限られた時間

の中でしたがこのような機会を下さいましてありがとうご

ざいました。今後とも三沢市政、三沢市の発展の為にさら

なるご理解とご協力をお願い申し上げ、本日の令和 4 年度

三沢市議会における意見交換会を閉会致します。本日はあ

りがとうございました。 

前 田 会 ⾧ 私からの提案ですが、皆さんに意見を言っていましたが、

まだまだ言い足りないこともたくさんあると思います。し

たがいまして、また日を改めまして任期以内にできればも

う一度、こういう場を設けて頂ければと思ってお願いいた

します。 

堀 議 ⾧ 只今提案頂きました。まだまだ足りないということです

ので、これからも意見出ると思います。また機会があれば

やりたいと思いますのでその時はよろしくお願いします。 

 


